
音友レコード倶楽部ＰＲ動画！
「音友レコード倶楽部」を
わかりやすく説明したＰＲ動画を是非ご覧ください。

常連の参加者との共同製作です。
撮影、編集はギター奏者の永瀬晋が担当。
新規参加の前に、ぜひご覧ください。
YouTube配信中。

そして音楽の旅は続く

2005年12月14日、ジャズシンガーとして待望の
リーダーアルバム「NEARNESS OF YOU/星乃けい」、
2006年12月20日「IN A SENTIMENTAL MOOD/
星乃けい」をＬＰ、ＣＤでリリース。 オーディオファン、
ジャズファンから高く評価支持される。

ラテンのリズムの楽しさを・・・
officialwebsite

https://www.hoshinokei.com

ジャズボーカリスト
星乃けい

秋に因んだジャズの名曲をいくつか紹介し、その曲に関連
する事柄を追います。 紹介する曲の一つが“Ear ly  
Autumn”です。この曲はウディ・ハーマン楽団のヒット曲 
ですが、ウディ・ハーマンや、作曲したラルフ・バーンズにつ

川崎市国際交流センター

●日時：2023年10月12日（木）
１2：00開場／１2：10開演／１2：40終演予定
●場所：川崎市生涯学習プラザ・１Fロビー
●料金：無料
●出演：オカリナアンサンブルKuMu／オカリナ

第129回 ランチタイム・ロビーコンサート
川崎市生涯学習プラザ ●お問い合わせ

（公財）川崎市生涯学習財団
総務室 総務係
ロビーコンサート担当
TEL 044-733-5560
E-mail:concert@kpal.or.jp
川崎市中原区今井南町28－41 

●予定曲
・広い河の岸辺
・埴生の宿
・赤い花白い花
・少年時代
・木蘭の涙
・瑠璃色の地球

■ご注意：10月、11月、12月は
　「生涯学習プラザ」に会場変更になります。
◎開催日時：10月7日（土）
　開場:1３時15分/開演:13時30分/閉会:16時30分
◎開催会場：生涯学習プラザ・101活動室（1６名収容会場を使用）
※ソフトドリンク等の持ち込み可
◎参加費：￥1,500、※高校生以下 ￥500
　※次回11月は11日（土）を予定しています。
　　詳細はＨＰをご覧ください。
　※手の消毒、マスクのご持参をお願いします。
　※音友レコード倶楽部ＰＲ動画配信中
　※詳しくは「音友会」のホームページから
　　お問い合わせください。▶ http://ontomo.jp

２0２3年10月7日（土）Jazz Date「ジャズファンの集い」のプログラム

●お問い合わせ・申し込み
川崎市国際交流センター
((公財)川崎市国際交流協会)
TEL 044-435-7000
E-mail:soudan39@kian.or.jp
ホームページ https://www.kian.or.jp/
川崎市中原区木月祗園町2-2
元住吉駅から、徒歩10分

10月7日はヨーヨー・マの誕生日
1955年10月7日はクラシック界の名チェロリストである
ヨーヨー・マの誕生日。ヨーヨー・マはクラシック愛好者で
なくても名前は知られ98年5月9日からバンドネオン奏者
のアストル・ピアソラ作曲の“リベルタンゴ”がウイスキー
のCMに起用され更に日本でも有名になりました。90年代
後半からクラシック界を中心に「ピアソラ・ブーム」が巻き
起こりましたが、ヨーヨー・マはこの曲を含む「Soul of 
theTango」というアルバムでピアソラゆかりのタンギス
ツ（タンゴ奏者）らと共演しタンゴの本場ブエノスアイレス
でこのアルバムを制作したという事です。

秋に因んだジャズの名曲
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DJ担当：吉井ちづ子 
いても話を広げます。 この他にど
んな曲が出て来るかは、当日のお
楽しみに、、、。
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tvk（神奈川テレビ）の人気番組
｢猫のひたいほどワイド｣で紹介された
音楽好きな友の会（音友会）が
ボランティアさんをさがしています。
「元住吉駅」を中心に地域交流でレコード鑑賞やライブ演奏を楽
しむ「音楽好きな愛好会」が活動しています。
レコード鑑賞は懐かしい「アナログの音」で皆さんと一緒に会場
作りをしながら楽しみ、演奏会は「楽器本来の音を聴いて欲し
い」と、Ｐ Ａ は最小限で「元住吉ミュージック・フェスティバル」を
開催。そして情報フリーペーパー「Ｍマガジン」を毎月発行、地
域の音楽情報や読み物を記載しています。

募
集

募集❶  レコードコンサートの受付係
●受付担当：２名（継続可能な方希望）
●催事名：音友レコード倶楽部
●場所：川崎市国際交流センター レセプションルーム
●開催日時：毎月１回（土曜または日曜）
１2:30～14:00

募集❷  Ｍマガジンの支援スタッフ
●自宅で「Ｍマガジン」原稿の校正。（継続可能な方希望）
●方法：メールによる原稿チェック。（対面も有り）
●その他､取材､配布､写真撮影等のお手伝い。

元住吉ミュージック･フェスティバル
開催準備及び実施スタッフ
開催準備2024年４月の開催へ向けて
音楽好きなボランティアを募集します。

Ｍマガジンの表紙アーチスト
地域音楽情報誌の表紙を飾る
クラシック、ジャズなど
ミュージシャンを募集しています。

Motosumiyoshi Music Festival
Executive Committee Staff

▲Four Brothers
　/Woody Herman

▲Copacabana/Barry Manilow

ムール瑠美（るみ）/ムール クリスチャン
ドラム講師
2008年、スウェーデン人と日本人のドラマー夫婦で始め
たドラム教室「ムールドラムス」。
瑠美講師：大学でドラムをはじめ、卒業後はロサンゼルス
Musicians Institute PITに留学。スウェーデンに移住後、
自身のバンドでヨーロッパツアー、ラジオ番組出演、CDリ
リース、プロモーションビデオ出演。リズム＆ドラムマガジン、 
最強プレイヤーズコンテスト2011年準グランプリ受賞。
クリスチャン講師：11歳からドラムをはじめ、有名音楽学
校を卒業後、2005年からヨーロッパを中心に各国でツ
アー活動、ドラム専門学校専属で講師を務める。2007年、
日本に移住後はYUI、山下智久、Steve Lukatherなど数
多くの著名アーティストのバック演奏やツアーに参加。

詳しくは｢音友会｣のホームページから
お問い合わせください。

http://ontomo.jp

音友レコード倶楽部
レコードコンサートのプログラムは
Light music & Jazz Date合同開催
●2023年10月7日（土）プログラム
　「ジャズファンの集い」と
　「持参レコード/ＣＤを楽しむ集い」
　・川崎市生涯学習プラザ101活動室
　・13：15開場/13：30開演
　・参加費：￥1,500

11月開催「外国人市民と共生するまちづくりセミナー」のお知らせ
～多文化共生社会の実現に向けての課題を学ぶ～
日にち：2023年11月4日、11日、18日
　　　 （土曜日・全3回）　
形式：Zoomによるオンラインセミナー
申込：ホームページ申込フォーム
締切：10月15日（日）
定員：50名（先着順）
参加費：無料

10月号ですね。私はこの季節限定
で 唄 う 歌 がありま す。Johnny 
Mercer未 完 の 遺 作 に、Barry 
Manilowが 曲 を つ け た“When 
October Goes”です。切なくて美
しくて 大 好 き！若 い 頃 にBarry 
Manilowの“Copacabana”がヒット
していて、ラテンのリズムの楽しさを
教えてくれました。それからアルバム
を聴き始めたのですが、彼は最高に素
晴らしいですよね。そうそう！前号か
らの続きはラテンのお話しでしたね。
“BESAME MUCHO”を歌うために
YOSHIRO広石先生にスペイン語を
教えていただくことになりました。
YOSHIRO先生は、1940年生まれの
国際的なラテン歌手。最初はジャズ
歌手として米軍キャンプで唄っていた
のにラテン曲をうたったら大いに盛り
上がって、いつしかラテン歌手になっ

たそうです。1965年にベネズエラ
のTV局に招かれたのを機に中南米
で大人気になり、長年、ラテン本場の
地で活躍されてきました。ひょんな
ことから巨匠と出会って教えていた
だけることになりましたが、当初
“BESAME MUCHO”だけが唄えれ
ば良いと思っていたのに、先生の人間
力なのかしら、今もラテンの勉強は継
続中です。唄える曲が増える楽しみ
というよりも、中南米世界のお話し
や、現地の方の想いがこもった言葉の
ニュアンスなどの、歌詞の背景をたっ
ぷり解説してくださいます。本当に実
のあるレッスンです。ラテン曲もジャ
ズ曲を歌うときも、やはり背景を想像
したいです。私にとってどちらも、国
も違えば時代も違う音楽です。まっ
たく同じようには理解できませんが、
差別的な毎日に苦しむ中から産まれ
た音楽であることは忘れないように
したいと思っています。それと先生
に出会っていちばん嬉しかったのは
発音のストレスから解放されたことで
した。先生はスペイン語、ポルトガル
語、イタリア語も大丈夫だよと言って
くれたのでボサノバ（ポルトガル語）の
チェックをお願いしたのですが「ポル
トガル語はあなたの方がうまいね～」
と言ってくれました。要するに、この
辺の言葉は少しくらい発音が違って
いても通じるのです。以前、英語の発
音を教えてくれた先生も「会話の流れ

を考えると、何のことを言ってるのか
分かる」と。私は英語教育に一生懸
命だった学校の出身だったので、それ
が役に立ったと思われがちですが、実
は逆で英語に大変なコンプレックス
をいまだに持っています。相手の言っ
ていることは大まかに分かるのです
が、喋ることが怖いのです。英語の
試験みたいに間違うかもしれない…
それが怖い。でも勉強ではなく、お
おらかに生きた生活の言葉として
使っていいんだよと、英語発音の先生
もYOSHIRO先生も教えてくれたの
で今はストレスまったく無しです。と
はいえ、そもそも日本語のお喋りも下
手なので、まして外国語でペラペラ喋
るなんて、それは無理ムリ～。

●プロフィール：
地域に根づいたオカリナアンサンブルを始めようと2019年に発足。月2回
木曜日の午前中に3グループ（上級、中級、初級）に分かれてアンサンブルを
楽しんでいます。1番のモットーは《楽しく》。次に音色・音程などはちょっと
キビしく（？）指導しています。アンサンブルの基本はハーモニーの美しさ！
目標は少し高く…がちょうど良い！そんなオカリナアンサンブルです！

内容：
11月4日　14：30～16：30　
　「多文化化する日本で『共に生きる』ために」
　講師　国士舘大学文学部教授 鈴木江理子
11月11日　14：00～16：00
　「10年後の地域の姿～『共存』から『共生』へ～」
　講師　芝園団地自治会 元事務局長 岡﨑広樹
11月18日　14：00～16：00
　「海外出身人材の視点をイノベーションにつなげる」
　講師　（株）東京エンヂニアリング 代表取締役 貝田充

多くの方々のレコード、ＣＤが楽しみながら聴ける「持ち寄りタイム」の時間を増やしました。
「持ち寄りタイム」はノンジャンルです。コレクション、秘蔵音源がありましたら是非、お聴かせください。

●持ち寄りタイム「持参レコード／CDを楽しむ集い」

Photo:Yoshiro Yasuda
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ソウリーヴ・ミュージック・スクール
SouleaveMusic School
http://souleave-music.com/
元住吉駅徒歩3分、武蔵小杉駅徒歩13分
チケット制 音楽教室 Tel 044-750-8992
レッスンは8：00～22：00開始迄、詳細は要連絡

全国のミュージシャン、そして音楽活動に関わる人をネットワークしたい。演奏の場
を創り、ライブと楽曲の発信活動を後押しが目的です。元住吉から世界に向けて配
信しています。登録アーチスト募集中！！ 演奏者の方々で「モットンクラブ」から配信
希望の演奏動画を募集しています。（近郊で企画、運営可能なスタッフも募集中）

白仁田一浩

ヴォーカルとアルト・サックスの二刀流、ヴァイ・レッドを聴く

 出村 克明
脱線ニューヨーク滞在記

前号からのつづき

コード省略シリーズ　あれもこれもいける！

緊張感
「くじら座」日記連載85

Course: Addicted to Guitar

永瀬 晋

牧野 憲人

連載65

連載06

いつもお世話になっております　
今月もギター始めたばかりの方への
攻略コラムをお送りしていきたいと
思います　前回は「Fコード」の省略
をやってみましたが、この作戦は全て
のコードに使えるんですよね　日頃
の練習で曲のコード進行をチェック
する際にはどうしても押さえづらい
コードはでてくるもので(コードチェ
ンジの際にコードごとの相性もあり
ますよね)ピアノであればペダルを
使って音を伸ばすなど色々作戦は考
えられますが、ギターの場合は物理

的に瞬間移動するしかありません…
　しんどくて挫折しそうなくらいでし
たらガンガン弾きやすく省略してし
まいましょう笑)　作戦としましては
前回同様1～ 3弦のみ使用する形で
図のようになります　指一本で押さ
えられるものも増えて、見た目もウク
レレのコードに近くなりますね　こ

のように省略シリーズは基本的にど
のコードでも使えますので(多少構成
音が変わりますが細かいことは考え
ないのが重要ですね笑)　どうしても
押さえられないなという場合は是非
試してみてくださいませ！　というわ
けでまた次回！

大リーグでは大谷翔平選手が二刀
流として史上初の快挙を達成し大きな
話題となりましたが、モダン・ジャズ界
においてまさに『二刀流』と言えるのが
アルト・サックス奏者のヴァイ・レッド。
チャーリー・パーカーを敬愛し、演奏ス
タイルや選曲にもパーカー・スタイルを
多く取り入れた彼女のもう一つの魅力
が、ブルース・フィーリングに溢れた
ヴォーカル。まさにヴォーカルとアル
ト・サックスの二刀流です。そんな彼
女が残したリーダー・アルバムは僅か2
枚。いずれの作品もかつて「幻の名盤」
と言われましたが、今回のJazz Date
ではその2枚「Bird Call」（写真①）と
「LADY SOUL」（写真②）から厳選した
計10曲を楽しみました。両アルバムと
も参加ミュージシャンの顔ぶれも素晴
らしく、ソウルフルでスインギーな完成
度の高い内容となっています。
先ずは「Bird Call」から“Bird”とは勿
論チャーリー・パーカーのことで、それ
に因んで皮切りはパーカーの有名な“ナ
ウズ・ザ・タイム” で。そこからおなじみ

のスタンダード“サマータイム”等を挟み、
哀愁を帯びたアルトが魅力の美しいバ
ラード“オールド・フォークス”まで5曲を
じっくりと堪能しました。続いて
「LADY SOUL」からも5曲。こちらは
オルガンをベースとしソウル色が前面に
押し出されたアーシーなアルバム。タ
イトル曲“レディ・ソウル”は、明確なテー
マがなく即興のブルースと推定される
ソウルフルな名演。“ディス・ラヴ・オブ・

マイン”はピアノとオルガンをバックに彼
女が感情豊かに歌い上げる曲。締めく
くりは、ギターとフルートの絶妙な掛け
合いが彼女の歌とアルトを引き立てる
傑作“ソルティ・パパ・ブルース”で。ソウ
ルフルなスイング・ジャズとブルージー
なヴォーカルの魅力が凝縮されたヴァ
イ・レッドの2枚。「幻の名盤」と言われ
た所以をあらためて身に染みて感じた
Jazz Dateでした。

聴いて語らう楽しい持ち寄りタイムはジャズからニューミュージックまで！
ジャンルや演奏スタイルなど実にバ
ラエティに富んだ19曲もの参加者の
持寄りがありました。各曲の紹介では
曲の内容説明は勿論のこと、選曲理由
やその曲にまつわる思い出、エピソー
ドなども語られ、「単に曲を聴くだけ」
にとどまらない音友会ならではのとて
も楽しいレコードコンサートとなりま
した。
先ずは大変興味深い２曲の聴き
比べで始まりです。曲はナット・キ
ング・コールとその愛娘ナタリー・
コ ール の 同 タイトルアル バ ム
「Unforgettable」（写 真①・②）より
“アンフォゲッタブル”。ナットの歌声
が心に深く響きますが、それ以上に胸
を打ったのが1991年のナタリーのア
ルバム。亡き父ナットの歌に彼女の
可憐な声が重なり、まるで本当に父娘
が共演しているかのような「時空を超
えたデュエット」と言われる名盤です。
奇しくもこの日の参加者に1992年
NHKホールでのナタリー・コール来日
コンサートを観た方がおられ、当時の
ステージでのデュエット映像演出や思
い出などの談話で盛り上がっていまし
た。続いてアメリカのジャズ・シン
ガー、エリン・ボーエムの「What Love 
Is」（写 真③）より“ギヴ・ミー・ワン・
リーズン”。心地よいテンポの４ビート

を、とても18歳とは思えない表現力
と艶っぽさでゆったりと聴かせます。
曲が流れるや否や、常連さんの一人が
そのCDジャケットに歩み寄り写真を
撮っていました。未知のアーティスト
を知り、自分のお気に入りの音楽の世
界が広がる。これぞまさに音友レコー
ド倶楽部の醍醐味です。実は何を隠
そう、筆者もこのアルバムをここで初
めて知り、その日のうちに即購入して
しまいました（笑）。フュージョン好き
の常連さんからは、ボブ・ジェイムスを
中心にリー・リトナーなどフュージョン
界の大御所４人で結成されたグルー
プ、フォープレイの「Between The 
Sheets」（写真④）より“チャント”の紹
介です。この方はオーディオ好きで
もあり、録音の良いとされるベスト・ア
ルバムも持参され、そちらに収録され
たほうの“チャント”をかけられました。
会場の大空間で聴く切れのあるドラム
や重心の低い迫力あるベースなどは
自宅ではなかなか味わえません。夏
らしくボサノバの持寄りもありました。
クレア・フィッシャー・オーケストラを
バックにしたジョージ・シアリング・ト
リオのお洒落なアルバム「GEORGE 
SHEARING BOSSA NOVA」より、
おなじみの“ワン・ノート・サンバ”をア
ナログレコードで。やはりボサノバは

夏には欠かせない定番です。日本の
アーティストを持寄る方が最近増えて
おり、今回もNHKテレビ「プロジェク
トＸ～挑戦者たち」のメインテーマ、中
島みゆきの“地上の星”（写真⑤）が紹
介されました。いつもテレビ番組の中
では耳にしていましたが、会場の音響
システムであらためてじっくりと聴き、
中島みゆきのカリスマ的魅力と曲の奥
深さを実感しました。その他、日本の
ジャズ・シンガー舛田屋ノリコのデ
ビュー作「Body & Soul」より“アイ・
キャント・ギブ・ユー・エニシング・バッ
ト・ラブ”、ナンシー・ウィルソンと
ジョージ・シアリングのコラボ盤
「George Shearing Quintet with 
Nancy Wilson」より“オン・グリーン・
ドルフィン・ストリート”、レス＆ラリー・
エルガート・オーケストラの「Girl 
Watchers」など多岐にわたりました。
おしまいはレコードコンサートでは大
変珍しいオルゴール音源集CDから“ス
ターダスト”と“星に願いを”。澄み切っ
たオルゴールの音色は美しく清涼感に
満ち、連日の猛暑を忘れさせてくれる
癒しのひと時でした。
皆さんもこんな音友レコード倶楽
部に取っておきの音楽を持寄って一緒
に楽しんでみませんか。

▲①Bird Call /Vi Redd ▲②Lady Soul/Vi Redd

▲⑤ 地上の星/中島みゆき▲④ Between The Sheets 
　/Fourplay

▲③ What Love Is
　/Erin Boheme

▲② Unforgettable
　/Natalie Cole

▲① Unforgettable
　/Nat King Cole

音友レコード倶楽部Report　Jazz Date 2023年8月 コンサート

音友レコード倶楽部Report　持ち寄りタイム 2023年8月 コンサート

音友レコード倶楽部のレコードコンサートとは？

近頃、テレビ出演の機会を多数与え
ていただけている。SNSが主流となっ
た昨今であるが、やはりテレビ撮影の
臨場感はかけがえのないものだと感
じる。与えられた時間の中で、いかに
求められる役割を果たし、そして自分
なりのインパクトを残すことができる
か。このあたりを考えながら収録に
臨むと、日々成長を実感することがで
きる。
スマートフォンでそれぞれが見たい
ものを選ぶことができる時代に、普遍
性はいらないのかもしれない。マイノ
リティであっても、そのマイノリティに
さえ嵌まれば、活動を継続できる環境
が整ったことは、アーティストにとって
は朗報だ。しかし、一方で「高みを目
指す」ことのベクトルが変わってし
まったことは、アーティストの成長を
妨げかねない。見たい人、聴きたい人
だけが自分を受け入れれば良い、とい

うスタンスは、アーティストを自分の殻
に閉じ込めてしまい、それ以上の可能
性も潰しかねないと感じている。
僕もかつて行っていた路上ライブ
は、「誰か足を止めてくれ」という無我
夢中で歌うスタンスが、僕をさらに成
長させてくれた。この時代、路上に立
つことはおろか、ライブ活動を行うこ
と自体も、ひょっとする非効率なのか
もしれない。それでも立つ理由、歌う
理由があると感じるのは、僕自身が生
の音楽ライブに魅せられた一人である
からだ。
様々なスタッフに囲まれ、ミスの許
されないプロの現場で歌い、喋る。こ
の緊張感が、カメラの向こうに本気度
となって伝わってくれることを願って
いる。この時代であっても、変えるべ
きことと変えなくても良いことを、表
現者の一人として突き詰めていきた
い。

■編集部からのお知らせ
連載「Take」は今号はお休みさせていただきます。
連載「団塊じじいのジャケ買い遍歴」は筆者都合により【連載32】を持って終了しました。

スタッフ制作のプログラム内容のレジメを配
布し紹介しながらのレコード・CD鑑賞の集い。
内容は「軽音楽ファンの集い」と「ジャズファン
の集い」です。

参加者持参のレコードやCDを一言紹介しな
がら鑑賞、懇親を楽しむ集いです。

 「DJタイム」 「持ち寄りタイム」

「DJタイム」担当のパーソナリティーを募集しています。
アナウンスや司会などの練習参加も大歓迎です。

「DJタイム」と「持ち寄りタイム」を
一緒に開催しています。

新大陸アメリカに渡ったアフリカ文化
　新大陸である南北アメリカの文化は
先住民文化とそこを統治した宗主国
の文化が宗主国によって連れてこられ
たアフリカ住民の文化に影響を受け
ながら政治経済と共に近代化されて
きました。
取り分けて音楽文化に関してアフリカ
音楽は大きく影響を与え変化し大きな
存在と確立した音楽として今に至って
る要因、導因になってます。
１６～１９世紀にかけて奴隷としてアフ
リカ住民が連れてこられました。アフ
リカの神、宗教、音楽と共に。　
神、宗教そしてそれに関わる儀式（多く
はヨルバの神を崇めるもので日本神話
やギリシャ神話の様に多神教）は統治
国によって禁止されました。
しかし多くの音楽（あるいは呪術）は神
を崇めるものでヨルバの神とはきりは
なす事が出来ませんでした。その為、為
政者を欺くために儀式にマリア像など
を祀って行なわれました（1959年フラ
ンス、ブラジル
合作映画「黒い
オルフェ」で中年
の女性が葉巻を
手にして出てく
る教会のシーン
がありますがそ
れを暗示してま
す。因みにこの
映画の挿入曲
“黒いオルフェ
（カーニバルの
朝）、オルフェの
サンバ、フェリシダージ”など何れもボサ
ノバやJAZZのスタンダード曲になって
ます）、日本の隠れキリシタンの様に、逆
キリシタンですね。そして必ず太鼓が
用いられます。今日、宗教は禁止では
ないと思いますが、そのままの形態でカ
ソリックも交じり合いながら引き継が
れてます。キューバではバタと云う太
鼓（両面太鼓で男、女、子供の３種類の
太鼓が基本）と歌と踊りで執り行なわれ
るサンテリアと称される儀式。ブラジ
ルではマクンバとかカンドンブレと称さ
れアタバキ（形はコンガとにてますが軽
い。ブラジルに連れてこられた部族は
遊牧の民が多く、それで楽器が軽いと

の説もあります）と歌で儀式が行われま
す。
僕とマクンバの出会いですが、40年程
前ブラジルに滞在してたある晩、友達に
なったブラジル人から「俺の母さんの村
でマクンバやるから連れて行ってやる
よ」って事で行きました。その時居た処
はリオデジャネイロの南側の方で「ここ
からすぐだよ」って云ってたのですが３
時間くらい掛かって着きました。真夜
中でした。小さな教会の様な処からそ
のお母さん出て来て、葉巻を吸いなが
ら、瞳孔全開の（あっちの世界へいって
る様な）目で僕を凝視し「お前の来るの
は解ってた」と言いました。おおかた
帰った後でそんなに人は居ませんでし
たが、儀式は続いてました。子供と老人
がアタバキを叩いてました。しばらくし
て突然、僕の後ろからバタバタと若い女
性が何かに取り憑かれた様に祭壇に駆
け寄り泣き叫び痙攣してましたが、司祭
が呪文を唱え、その女性の頭に手を遣
ると、収まりました。
観光や伝統芸能としてのカンドンブレ
など見る事が出来る様ですが、僕の
行ったような処はよそ者はタブーで儀
式自体禁止された処もあったようで、稀
有な体験でした。
ハイチのブードゥーも共通してますが
より呪術的の様
です。
余談：ブラジル
ではヨルバの神
の中でイェマ
ジャと云う神（海
の神様でネプ
チューンやポセ
イドンと共通す
る）が人気があ
り、バーデン・パ
ウエルをはじめ
色々な人が歌や
曲にしています。
そして新大陸アメリカは宗主国から

の独立が始まり、それぞれの国の形態
が出来、音楽も同調して今に至りまし
た。
アフリカ系住民の多い国と少ない国の
音楽での違いは。少ない国ではアンデ
ス山脈系のチリ、ボリビア、ペルー、エク
アドル、コロンビア等のフォルクローレ。
アルゼンチンのタンゴ等があり、メキシ
コではスパニッシュインディオ系はメス

チーソ（日本の
ムード歌謡等が
影響を受けてま
す）、黒人系はネ
グロッソ音楽が
あります。
アフリカ系が多
い国では、キュー
バを中心の一般
的に云うラテン
音楽。ブラジル

のサンバ、ボサノバ。アメリカ合衆国の
クラシック音楽以外の音楽（大よそ）が
強くアフリカ音楽に影響されてます。
アメリカ合衆国の今に至るアフリカ音
楽ですが、アフ
リカ住民が前述
した南米諸国の
様に連れてこら
れた当初は宗教
儀式等音楽に太
鼓と共に行われ
たとおもいます
が、太鼓があま
りにも人々の魂
を揺るがし団結
させる力を持っ
てると云う事で統治者から宗教どころ
か太鼓までもが禁止になりました。こ
の事がブルースやゴスペルが成り立って
来た大きな一因でもあり、今のドラム
セットに至った要因でもあると思いま
す。そんな事がありながらもアフリカ系
住民の生まれついたビート感は引き継
がれました。
それがアメリカ合衆国でロックや
JAZZを生み延いてはヒップホップ、他
に至るまで・・・は全世界の民衆音楽に
影響を与えてます。
世を席巻してるアメリカ音楽はアフリカ
を源としてます。
ビートは剣よりも強し。

▲TAMBA４/WE AND 
THE SEA
海の神イェマジャをテー
マにしたバーデン・パウ
エル作曲の曲イェマジャ
が入っている。タンバ４も
海をテーマで入れたかも
しれません。

▲黒いオルフェのサウンドト
ラック
黒いオルフェのテーマ（カー
ニバルの朝）/オルフェのサ
ンバ作曲：ルイス・ボンファ
フェリシダージ（悲しみよさよ
うなら）作曲:カルロス・ジョビ
ン。この頃がボサノバの出始
めでもある。

▲VOODOO TRANCE 
MUSIC RITUAL DRAMS 
HAITI
ハイチのブードゥ教の儀式。
太鼓によって恍惚状態に。
学術的にリズムパターンな
どもライナーノーツで解説
している。

▲AFRO-FRENETIC
狂乱のアフロとでも。キュー
バ革命前にアメリカ-フロリダ
でのレコーディング。儀式的
な太鼓をショー的にアレンジ
をしている。

▲YAMBU
アフリカ音楽や宗教の影響
をコンセプトにモンゴ・サン
タマリアを中心に名だたる
ラテンミュージシャンが勢ぞ
ろいの打楽器と歌のアンサ
ンブル。
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